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自治労県職連合・自治労県職労定期大会特集

9月4日（水）14時～

波止場会館で開催

定期大会で活動方針を確立しよう！
～誰もが安心して働くことができる労働環境、働きがいのある職場づくりをめざして～
9月4日（水）午後2時から、波止場会館(「大桟橋」入口)において、自治労県職連合第5回定期大会及び自治労県職労第31回定期大会を開催します。

県関係職員を取り巻く労働環境は依然として厳しい状況ですが、皆さんが安心して働くことができる環境、働きがいのある職場づくりを実現するために、活発な議論をして活動方針を確立しましょう！

◇◆◇2014年度活動方針（案）の概要◇◆◇
１．納得のいく賃金決定を！
（１）基本賃金

　①　賃金月額・一時金引き上げ、高齢層のさらなる賃金水準の引き下げ阻止、初任給の改善等を課題に、中央集会やハガキ行動など、自治労本部の人事院勧告期の取組に参加
　②　独自賃金削減については、県の財政状況などを検証したうえで必要な措置を行うよう、賃金確定交渉期を含めて当局に迫る。
　③　55歳時点での行政職5級到達が年々低下していることを踏まえた昇任昇格の改善
　④　臨任・非常勤職員の賃金水準の抜本的改善
　⑤　独立行政法人や第三セクターの組合と連携した、安易な県準拠による賃金水準の引き下げの阻止

（２）調整額・特殊勤務手当
　①　十分な調査、交渉を求める。
　②　一方的な見直しは許さず、新たな措置についても検討させる。
（３）人事評価制度

　①　「いたずらに差をつけるものではない」「地道に努力している職員を評価するためのもの」との人事評価制度導入時の確認を踏まえた運用を求める。
　②　人事評価制度導入後の時間経過を踏まえ、その制度や運用について、組合員への啓発を進める。
　③　人事評価制度導入後、一定の期間が経過したことを踏まえ、制度全般の検証を求める。

2．安全で働きがいの持てる職場をつくろう！

（１）必要な人員の配置を
①　組合員アンケートや個別の相談を踏まえて、過重労働職場について増員を行うよう、職場・局・人事当局への交渉を行う。
②　欠員は正規職員をもって早急に解消するよ　う求める。
③  メンタル不全による療養休暇、休職については常勤職員を補充し、休職明けの一定期間については臨任職員の配置を継続するよう求める。
④　職業訓練指導員について、現在の欠員を正規職員で計画的に採用・配置を行うよう求める。
⑤　福祉職のメンタル不全の温床である児童相談所、保健福祉事務所の生活保護担当部署について、職員の過重労働を解消できるだけの増員を行うよう求める。
⑥　長時間・過密労働を解消するため、看護師等病院の人員確保を求める。

（２）安全な職場環境の確立を
　①　月100時間または、60～80時間の時間外勤務が数か月に及ぶ過労死水準の過重労働を撲滅するため、具体的な改善計画を示すよう当局に求める。
　②　過重労働の温床となるムダな仕事を生み出している、労働時間管理のできていない管理職の意識を改革するよう強く求める。
　③　「節電」にあたっては、労働安全衛生法令で定められている温度、湿度、照度等を厳守するよう当局に確認するとともに、点検・摘発運動を実施
　④　恒常的な時間外勤務が解消されるまでの措置として、職員の労働安全衛生を確保するために、時間外においても冷暖房を稼働させるよう求める。
⑤　庁用自動車の更新については、使用する職員の不安を解消できるルールの確立をめざす。
（３）よりよいメンタルヘルス不全対策を

①　職員健康管理センターに産業医を責任者とするチームを設け、組合との協議を含めて発症予防、早期発見、早期ケア、早期復職サポートの枠組みによる総合的なメンタルヘルス対策を確立するよう求める。
②　メンタル不全による療養休暇取得者、休職者が発生した職場については、産業医の監督のもとでその原因を調査するよう求める。
③　予防対策として、精神科医による相談会等の定期実施や職場巡回相談の充実、メンタルヘルス研修の充実を求める。
④　早期発見・早期ケア対策として、採用後半年経過の職員を対象に保健師による面談を実施するよう求める。
⑤　復帰支援策として、リハビリ勤務実施状況の検証、復職支援計画全般を産業医が管理する体制・職場支援策の構築、リハビリ勤務中の損害保険等の加入について求める。
（４）働きやすい組織体制を

　①　毎年のように行われる組織再編は、職場に混乱を引き起し、県民サービスにもマイナスであることから、当面組織再編は行わないこと、行う場合は職員に十分説明し、労働組合の理解と合意を得ることを求める。
　②　県税事務所、保健福祉事務所の再編について、当局に対して事前説明と協議を求め、職員の負担増とならないよう、また、県民サービスが低下しないようチェックしていく。
　③　産業技術センターの独立行政法人化問題は、一義的には職員の雇用問題であり、当該分会と協議しながら、断固阻止する立場で労使交渉に臨む。
　　　また、組合としても産業技術センターのあり方について提言する。

④　労働センターの組織は、2010年に再編統合を実施し、現行の本所・３支所体制、人員配置は最低限のものとなっており、県民サービス低下、職員の過重負担となるこれ以上の縮小には反対していく。
⑤　県立病院機構や（財）神奈川科学技術アカデミーなど県主導の第三セクターに係る業務の見直しにあたっては、雇用される職員の労働条件の維持・確保が図られるよう関係機関に働きかける。
（５）臨任・非常勤等の労働条件改善の取組み
①　「行政補助員制度」の抜本的な見直しを求める。

②　一方的な雇い止めを行わないよう申し入れる。

③　臨任・非常勤職員の賃金の大幅改善をめざす。

④　休暇や通勤手当、健康診断など、正規職員との格差是正を求める。
⑤　臨時的任用職員の雇用の空白期間の解消をめざす。
（６）県職場にノーマライゼーションの風を

　　「障害者差別解消促進法」の制定を踏まえ、主に次の点の改善を求める。

①　障害のある職員の通勤や執務の妨げとなる施設の改修
　②　視覚障害者のワークアシスタントの任用や派遣労働の導入など、障害のある職員の労働に関係する問題については、当事者や組合との事前の十分な交渉・協議を求める。
　③　加齢に伴う諸問題の解決に向けて、当事者も含めて検討するとともに当局を協議のテーブルにつかせる。
３．周囲の世界にも目を向けよう！

（１）公正労働の確立

①　公共サービス基本法の制定を受け、その趣旨を活かすため、川崎市、相模原市、厚木市で成立した公契約条例にならい、制定を図るよう求める。

②　「安さ」のみを追求する競争入札から、公共サービスの質の向上や自治体政策実現に資する入札制度に改革するため、公正労働、雇用継続、障害者雇用、男女平等参画、環境への配慮、行政施策への協力実績等を踏まえた総合評価を落札条件とするよう主張する。

③　指定管理者制度については、制度運用の検証と状況・実態の把握に努め、同制度の廃止を含めた抜本的な見直しを国に対して求めるとともに、県としても主体的に見直しを行うよう求める。

（２）平和・人権・環境の取り組み

①　引き続き、脱原発、再生可能エネルギー促進にむけた取組みを重要課題とし、自治労の提起する集会や学習会に積極的に参加
②　米原子力空母が配備されている横須賀基地をはじめ、県内の在日米軍の縮小撤去を求める取組み、オスプレイの普天間基地強行配備、厚木基地への飛来反対、9条改正のみならず、近代憲法思想を否定し、国民の権利を統制する憲法改悪に反対する取組みなど、憲法学習会をはじめ、広く学習の場をつくりながら、自治労県本部、県平和運動センターの提起する取り組みに参加
③　ノーマライゼーションの運動は、障害を持つ職員だけの問題ではなく、すべての県民にも関わる問題として運動を強化していく。
＜自治労県本部衛生医療評議会＞
保健部会学習交流会
〇日　時：8月31日（土）10時30分～14時

〇会　場：神奈川県地域労働文化会館

　　　（横浜市営地下鉄「阪東橋」駅から徒歩2分）

☆昼食交流会は別会場

〇テーマ：「自分の心とからだにむきあう」

～ストレッチ体操＆ヨガでリフレッシュ～

〇講　師：中島紀子さん

（スポーツインストラクター）

※　託児室を開設します

参加ご希望の方は、組合事務所まで♪

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































